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1学年でプレゼン講座を実施しました！ 

 １２月 2 日(水)に群馬大学の弓仲康史准教授をお迎えし、“「伝える力」～効果的に伝わるプレゼンテ

ーション、コミュニケーション技法～“というタイトルで 1 学年を対象に講演をしていただきました。 

 

＜生徒の感想より抜粋＞ 

今回のプレゼン講座では、いかに効果的に伝わるプ

レゼンテーションを行うのかということもさること

ながら、そもそもコミュニケーションとは何たるかに

ついて学ぶことができました。コミュニケーションと

は、「自分の言いたいことを伝えることではなく、相

手が必要としている内容を伝えることである。コミュ

ニケーションの上手な人は、自分の思うままに話して

いるのではなく、常に相手の立場に立って、相手のこ

とを考えながら会話をするのだ。」ということです。また、話が続くか盛り上がるかは、相手への「おも

てなし」の心で決まるのだということも知りました。これは、プレゼンテーションにも通ずるものであ

り、やはり相手に分かりやすく興味をもって聴いてもらえるような「おもてなし」の工夫が大事だと感じ

ました。そして、聴いてくれる人たちへの感謝の気持ちも忘れてはならないと思いました。相手と同じ話

題を共有できるというのは決して必然ではありません。発表であれ日常会話であれ、各が同じ場に集ま

るという偶然を大切にして、そこに生まれる時間を良い意味で忘れられないものにしたいです。（Ｓ君） 

 

まず初めに学んだことは、「見せ方」の大切さで

す。レイアウトや文字の大きさなどの伝える工夫の

具体例も見せていただき、改めてその効果を実感す

ることができました。他にも、最初の「つかみ」や

図、客観的数字データを用いて説得力を上げたり、

一方的に発信するのではなく、聴く人の立場に立っ

て一体感を作ったりすること、プレゼンテーション

を効果的にするための技術や心の持ち方などを学

びました。これからは、探究基礎の発表をはじめと

して、他にもたくさんプレゼンテーションを行う機

会もあると思いますので、今回学んだことを生かし

ていきたいです。また、講演中に紹介された「アウトプット大全」などの本も読み、より多くの技術を身

に付け実践できるようにしていきたいです。（Ａ君） 
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